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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハンドピースと、
　前記ハンドピースに対して相対的に移動することにより、被検体を処置する処置部に駆
動伝達するバイポーラ処置具用の導電材料からなる２本の駆動部材と、
　前記ハンドピース内に配置され、前記駆動部材に押圧力を与える切片を有するコネクタ
と、
　を備え、
　前記駆動部材が第１の導電部をなし、前記コネクタの前記切片上には、前記第１の導電
部と当接して、前記駆動部材と前記ハンドピースとを電気的に接続する第２の導電部が形
成され、
　前記コネクタの前記第２の導電部は、三次元回路をなす成形回路部品であり、
　前記コネクタは、並列される前記２本の駆動部材を、前記２本の駆動部材の内側から外
側に押圧するよう前記切片が配置されることを特徴とする手術器具。
【請求項２】
　前記第２の導電部と電気的に接続する第３の導電部を備えることを特徴とする請求項１
に記載の手術器具。
【請求項３】
　前記コネクタは、曲げ弾性率が１０００ＭＰａ以上５０００ＭＰａ以下の樹脂から形成
されることを特徴とする請求項１または２に記載の手術器具。
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【請求項４】
　前記コネクタは、降伏ひずみが３％以上の樹脂から形成されることを特徴とする請求項
１または２に記載の手術器具。
【請求項５】
　バイポーラ処置具用のコネクタであって、
　２本の導電材料からなる駆動部材を、前記２本の駆動部材の内側から外側に押圧する切
片と、
　前記切片に設けられ、前記２本の駆動部材に当接して電気的に接続する第２の導電部と
、
　を備え、
　前記第２の導電部が三次元回路をなす成形回路部品であることを特徴とするコネクタ。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、手術器具およびコネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ハンドピースの先端に配置した処置具に、超音波や高周波をプローブにより伝達
して、生体組織の切開、切除または焼灼を行う手術器具が使用されている。
【０００３】
　このような手術器具を使用する際、処置具を回転させて生体組織の切開等を行う必要が
ある。ハンドピースに着脱可能に配置される超音波トランスデューサは、超音波トランス
デューサと超音波出力装置とを結ぶケーブルを有している。処置具回転の際にケーブルの
絡まりを防止するために、超音波トランスデューサはハンドピースに対して回転可能に取
り付けられている（例えば、特許文献１および２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１４－１２１６１８公報
【特許文献２】国際公開第２０１２／１２８３６２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ハンドピースには、術者が超音波トランスデューサをオン／オフ制御するためのスイッ
チボタンが設けられる。このハンドピースのスイッチボタンと超音波トランスデューサと
を電気的に接続するためのコネクタは、コネクタ本体、電気接点、電子基板、スイッチ部
と構成部品が多く、製造工程での取付けが煩雑であるとともに、部品点数が多いため製造
原価も高くなる。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、回転可能に取り付けられた超音波トラ
ンスデューサと確実に電気的に接続でき、製造工程を簡素化するとともに、製造コストも
低減可能な手術器具およびコネクタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる手術器具は、ハンドピ
ースと、前記ハンドピースに対して相対的に移動することにより、被検体を処置する処置
部に駆動伝達する可動部材と、前記ハンドピース内に配置され、前記可動部材に押圧力を
与える切片を有するコネクタと、を備え、前記可動部材には第１の導電部が形成されると
ともに、前記コネクタの前記切片上には、前記第１の導電部と当接して、前記可動部材と
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前記ハンドピースとを電気的に接続する第２の導電部が形成され、前記コネクタの前記第
２の導電部は、三次元回路をなす成形回路部品であることを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明にかかる手術器具は、上記発明において、前記切片は、先端部と基端部を
備え、前記先端部は、前記第２の導電部が設けられ前記基端部に対して可動に形成された
ことを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明にかかる手術器具は、上記発明において、前記切片の面のうち前記第２の
導電部が形成される面と対向する面の先端側から基端側に延伸するように形成され、前記
第２の導電部と電気的に接続する第３の導電部を備えることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明にかかる手術器具は、上記発明において、前記可動部材は、超音波振動に
より駆動する超音波振動子を有するトランスデューサであって、前記第１の導電部は、前
記トランスデューサの挿入部に設けられ、前記コネクタは、前記トランスデューサの挿入
部を内部に挿入するリング部を有することを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明にかかる手術器具は、上記発明において、前記切片は、円弧状をなすバネ
部材であって、円弧状の基端側で前記リング部により支持されるとともに、先端部で前記
トランスデューサの挿入部を押圧することを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明にかかる手術器具は、上記発明において、前記切片の面のうち前記第２の
導電部が形成される面と対向する面の円弧状の先端側から基端側に延伸するように形成さ
れ、前記第２の導電部と電気的に接続する第３の導電部を備えることを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明にかかる手術器具は、上記発明において、前記ハンドピースは、前記超音
波振動子の駆動を制御するための操作を入力するスイッチボタン部を有し、前記コネクタ
には、前記スイッチボタン部と当接する位置に設けられ、前記スイッチボタン部に入力さ
れた操作に対応する信号を、前記第３の導電部、前記第２の導電部および前記第１の導電
部を介し、前記トランスデューサに電気的に伝達するスイッチ部が形成されることを特徴
とする。
【００１４】
　また、本発明にかかる手術器具は、上記発明において、前記コネクタは、曲げ弾性率が
１０００ＭＰａ以上５０００ＭＰａ以下の樹脂から形成されることを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明にかかる手術器具は、上記発明において、前記コネクタは、降伏ひずみが
３％以上の樹脂から形成されることを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明にかかる手術器具は、上記発明において、前記トランスデューサは、前記
ハンドピースに対して相対的に回転可能な状態で取り付けられることを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明にかかる手術器具は、上記発明において、前記可動部材は、バイポーラ処
置具の２本の導電材料からなる駆動部材であって、前記駆動部材が、第１の導電部をなし
、前記コネクタは、並列される前記２本の駆動部材を、前記２本の駆動部材の内側から外
側に押圧するよう前記切片が配置されることを特徴とする。
【００１８】
　また、本発明にかかるコネクタは、超音波振動により可動する超音波振動子を内蔵する
トランスデューサを備える手術器具で使用されるコネクタであって、前記トランスデュー
サの挿入部が内部に挿入されるリング部と、前記リング部に挿入された前記挿入部に押圧
力を与える切片と、前記切片に設けられ、前記トランスデューサの挿入部が内部に挿入さ
れる際、前記トランスデューサの挿入部に設けられる第１の導電部と当接して電気的に接
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続する第２の導電部と、を備え、前記第２の導電部が三次元回路をなす成形回路部品であ
ることを特徴とする。
【００１９】
　また、本発明にかかるコネクタは、バイポーラ処置具を備える手術器具で使用されるコ
ネクタであって、２本の導電材料からなる駆動部材を、前記２本の駆動部材の内側から外
側に押圧する切片と、前記切片に設けられ、前記第１の導電部をなす前記２本の駆動部材
に当接して電気的に接続する第２の導電部と、を備え、前記第２の導電部が三次元回路を
なす成形回路部品であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明では、ハンドピースに対して相対的に駆動する駆動部材と、ハンドピースとを、
１つの部品で電気的に接続可能であるため、製造工程を簡素化できるとともに、製造コス
トを低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１にかかる超音波手術装置の構成を示す図である。
【図２】図２は、図１の超音波手術器具の断面図である。
【図３Ａ】図３Ａは、図１の超音波手術器具で使用するコネクタの斜視図である。
【図３Ｂ】図３Ｂは、図３Ａのコネクタの他の方向（リング部側）からの斜視図である。
【図３Ｃ】図３Ｃは、図３Ａのコネクタの他の方向（金属配線側）からの斜視図である。
【図３Ｄ】図３Ｄは、図３Ａのコネクタの他の方向（リング部のトランスデューサ挿入側
）からの斜視図である。
【図３Ｅ】図３Ｅは、図３Ａのコネクタの他の方向（スイッチ部側）からの斜視図である
。
【図４】図４は、超音波トランスデューサの挿入部の断面図である。
【図５Ａ】図５Ａは、実施の形態１の変形例１にかかるコネクタの斜視図である。
【図５Ｂ】図５Ｂは、図５Ａのコネクタのハンドピース内での配置を示す図である。
【図６Ａ】図６Ａは、実施の形態１の変形例２にかかるコネクタの斜視図である。
【図６Ｂ】図６Ｂは、図６Ａのコネクタのハンドピース内での配置を示す図である。
【図７Ａ】図７Ａは、本発明の実施の形態２にかかるバイポーラ処置具の構成を示す図で
ある。
【図７Ｂ】図７Ｂは、図７Ａに示すバイポーラ処置具のハンドピース内の概略構成を示す
断面図である。
【図７Ｃ】図７Ｃは、図７Ａのバイポーラ処置具の先端処置具の拡大図である。
【図７Ｄ】図７Ｄは、図７Ａのバイポーラ処置具の駆動部材とコネクタ近傍の拡大斜視図
である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下の説明では、本発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」という）として
、超音波手術装置およびバイポーラ処置具について説明する。また、この実施の形態によ
り、この発明が限定されるものではない。さらに、図面の記載において、同一部分には同
一の符号を付している。さらにまた、図面は、模式的なものであり、各部材の厚みと幅と
の関係、各部材の比率等は、現実と異なることに留意する必要がある。また、図面の相互
間においても、互いの寸法や比率が異なる部分が含まれている。
【００２３】
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１にかかる超音波手術装置の構成を示す図である。図２は
、図１の超音波手術器具の断面図である。実施の形態１にかかる超音波手術装置１は、術
者が保持するハンドピース２と、ハンドピース２に取り付けられる超音波トランスデュー
サ（可動部材）３と、ケーブル１４を介して超音波トランスデューサ３が接続される出力
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制御装置５と、を備える。
【００２４】
　超音波トランスデューサ３は、略円筒状をなす振動子カバー１０に内蔵された超音波振
動子１１を有する。本実施の形態１において、超音波振動子１１は、例えば、円環状をな
す複数の圧電素子１１ａが振動子カバー１０の長軸方向に配列されることによって構成さ
れている。また、超音波振動子１１の挿入部には、超音波振動の振幅拡大を行うホーン１
２の基端部が連結されている。また、ホーン１２は、絶縁部材１０ｃ（図４参照）を介し
て振動子カバー１０の内部に固定され、ホーン１２の先端部は、挿入部１０ａから外部に
突出されている。
【００２５】
　ケーブル１４は、超音波トランスデューサ３の振動子カバー１０の基端側から延出し、
超音波トランスデューサ３は、ケーブル１４を介して出力制御装置５に接続されている。
出力制御装置５には、出力モードに応じた駆動信号の出力をオンまたはオフするためのフ
ットスイッチ１７が、ケーブル１７ａを介して接続されている。
【００２６】
　ハンドピース２は、超音波振動を超音波トランスデューサ３が取り付けられる基端側か
ら先端側へと伝達する導波体２３を内蔵したハンドピース本体２０と、ハンドピース本体
２０に軸部２２を介して揺動自在（回動自在）に軸支されたクランプアーム２１と、を有
する鉗子型（鋏型）の処置具によって構成されている。
【００２７】
　ハンドピース本体２０は、略円錐形状をなすハウジング２５と、このハウジング２５に
保持されたシース２６と、を有している。
【００２８】
　ハウジング２５は、例えば、左右に分割された一対の樹脂成型品からなるハウジング部
材が化学的手段または機械的手段により互いに接合されたものである。また、ハウジング
２５の基端側であって、ハウジング２５の中心軸Ｏからオフセットした位置には、第１の
指かけ部２８が一体形成されている。第１の指かけ部２８の中心軸Ｏ側には、超音波トラ
ンスデューサ３の挿入部１０ａを着脱自在に連結するためのコネクタ６が配置されている
。
【００２９】
　さらに、ハウジング２５の第１の指かけ部２８の前縁部には、２つのスイッチボタン３
０ａ、３０ｂが設けられている。これらスイッチボタン３０ａ、３０ｂは、例えば、術者
等が第１の指かけ部２８に中指と薬指、あるいは薬指と小指を挿入した状態において、当
該術者等の人差し指（及び、中指）が臨む位置に配設され、スイッチボタン３０ａ、３０
ｂの押圧により、術者の操作が入力される。スイッチボタン３０ａ、３０ｂが設けられる
ハウジング２５の内周方向側には、コネクタ６のスイッチ部６ｆ－１、６ｆ－２が設けら
れ（図３Ｃおよび図３Ｅ参照）、スイッチ部６ｆ－１は、スイッチボタン３０ａでの入力
操作により開閉状態が切り替えられる。同様に、スイッチ部６ｆ－２は、スイッチボタン
３０ｂでの入力操作により開閉状態が切り替えられる。
【００３０】
　シース２６は、主としてハウジング２５内に挿通され、一部がハウジング２５の外部に
延出している。このシース２６の内部には、導電性の金属からなる導波体２３が、ゴムリ
ング等の弾性部材（図示せず）あるいはプラスチック部材、または導波体２３の一部の径
を大きくしたフランジを介して保持されている。
【００３１】
　シース２６の基端側はコネクタ６内に配置され、シース２６の基端側の内部には、超音
波トランスデューサ３の挿入部１０ａがコネクタ６に連結された際に、挿入部１０ａから
突出するホーン１２の先端部が挿入される。ここで、ホーン１２の先端部は導波体２３の
基端部に対して螺合等によって連結可能となっており、この連結により、ホーン１２と導
波体２３と音響的及び電気的に接続される。これにより、導波体２３には、超音波トラン
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スデューサ３の超音波振動子１１で発生した超音波振動が伝達されるとともに、出力制御
装置５から出力された高周波電流（駆動信号）が伝達される。超音波トランスデューサ３
は、ケーブル１４の絡まり防止の観点から、ハウジング２５に対して相対的に回転する状
態で取り付けられる。
【００３２】
　一方、シース２６の先端部側は外径が縮径し、収縮したシース２６の先端からは、導波
体２３の先端部に設けられた超音波プローブ２７が突出されている。なお、本実施形態１
において、超音波プローブ２７は、導電性の金属によって導波体２３と一体形成されるも
のであり、これら導波体２３及び超音波プローブ２７によって、プローブユニット２４が
構成されている。
【００３３】
　超音波プローブ２７は、先端部が略「Ｊ」字状に湾曲されている。本実施形態１におい
て、この超音波プローブ２７は、生体組織に対して超音波振動を伝達する機能の他に、生
体組織に対して高周波電流を伝達する第１の電極部としての機能を有する。
【００３４】
　クランプアーム２１は、左右に分割された一対のアーム部材が、化学的手段または機械
的手段により互いに接合されたロッド状の部材によって構成されている。アーム部材の中
途に凹部が設けられ、この凹部がクランプアーム２１の長手方向に延在する開口部３０を
なす。この開口部３０には、シース２６の先端側が挿通され、これら開口部３０の内面側
とシース２６の外面側とが軸部２２を介して連結されることにより、クランプアーム２１
は、ハンドピース本体２０に対して揺動自在（回動自在）に軸支されている。
【００３５】
　クランプアーム２１の基端部には、ハンドピース本体２０に設けられた第１の指かけ部
２８と対をなす第２の指かけ部２９が連設されている。この第２の指かけ部２９には、例
えば、術者等の親指を挿入するのに好適な環状をなして構成されている。そして、例えば
、術者等が第１の指かけ部２８に挿入した指（例えば、薬指及び小指）と第２の指かけ部
２９に挿入した指（例えば、親指）とを相対的に動作させることにより、クランプアーム
２１は、軸部２２を支点として揺動動作される。
【００３６】
　一方、軸部２２を介してハンドピース本体２０と交差するクランプアーム２１の先端側
には、クランプアーム２１が揺動動作される際に、シース２６との干渉を回避するための
湾曲部３１が設けられている。さらに、この湾曲部３１の先端側には、超音波プローブ２
７に対向する台座３２が設けられている。この台座３２には、導電性の金属からなるジョ
ー３３が設けられている。
【００３７】
　次に、図を参照して、本実施の形態１にかかるコネクタ６、およびコネクタ６と超音波
トランスデューサ３との接続に関して説明する。図３Ａは、図１の超音波手術器具１で使
用するコネクタ６の斜視図である。図３Ｂは、コネクタ６のリング部側からの斜視図であ
る。図３Ｃは、コネクタ６の金属配線側からの斜視図である。図３Ｄは、コネクタ６のリ
ング部のトランスデューサ挿入側からの斜視図である。図３Ｅは、スイッチ部側からの斜
視図である。図４は、超音波トランスデューサ３の挿入部１０ａの断面図である。
【００３８】
　コネクタ６は、コネクタ本体部６ａと、超音波トランスデューサ３の振動子カバー１０
の挿入部１０ａを挿入するリング部６ｂと、リング部６ｂに挿入された挿入部１０ａに押
圧力を与える切片６ｃ－１、６ｃ－２、６ｃ－３と、第２の導電部６ｅ－１、６ｅ－２、
６ｅ－３と、第３の導電部６ｄ－１、６ｄ－２、６ｄ－３と、スイッチ部６ｆ－１、６ｆ
－２と、を備える。
【００３９】
　切片６ｃ－１、６ｃ－２、６ｃ－３は、円弧状をなしている。切片６ｃ－１、６ｃ－２
、６ｃ－３は、円弧状の基端側でリング部６ｂに支持されるとともに、円弧状の先端部で
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超音波トランスデューサ３の挿入部１０ａを押圧する。超音波トランスデューサ３の挿入
部１０ａと当接する切片６ｃ－１、６ｃ－２、６ｃ－３の内周側には、第２の導電部６ｅ
－１、６ｅ－２、６ｅ－３がそれぞれ形成されている。切片６ｃ－１、６ｃ－２、６ｃ－
３は、第２の導電部６ｅ－１、６ｅ－２、６ｅ－３がリング部６ｂの中心に対して対称と
なるように、リング部６ｂの両側に対に形成されている。
【００４０】
　コネクタ本体部６ａのハウジング２５の内周方向と接する側には、スイッチ部６ｆ－１
、６ｆ－２が設けられている。スイッチ部６ｆ－１、６ｆ－２は、スイッチボタン３０ａ
、３０ｂでの入力操作により開閉状態が切り替えられる。
【００４１】
　第３の導電部６ｄ－１、６ｄ－２、６ｄ－３は、切片６ｃ－１、６ｃ－２、６ｃ－３の
面のうち第２の導電部６ｅ－１、６ｅ－２、６ｅ－３が形成される面と対向する面であっ
て、円弧状の先端側から基端側に延伸するように形成されている。第３の導電部６ｄ－１
、６ｄ－２、６ｄ－３を第２の導電部６ｅ－１、６ｅ－２、６ｅ－３が形成される面と対
向する面、すなわち切片６ｃ－１、６ｃ－２、６ｃ－３の外周側に形成することにより、
リング部６ｂ内への超音波トランスデューサ３の挿入により切片６ｃ－１、６ｃ－２、６
ｃ－３が押し広げられた場合でも断線を防止することができる。第３の導電部６ｄ－１、
６ｄ－２、６ｄ－３は、スイッチ部６ｆ－１、６ｆ－２と第２の導電部６ｅ－１、６ｅ－
２、６ｅ－３とを接続する配線部である。第３の導電部６ｄ－１は、スイッチ部６ｆ－１
と第２の導電部６ｅ－１とを電気的に接続し、第３の導電部６ｄ－２は、スイッチ部６ｆ
－２と第２の導電部６ｅ－２とを電気的に接続する。第３の導電部６ｄ－３は、スイッチ
部６ｆ－１、６ｆ－２と第２の導電部６ｅ－３とを電気的に接続する。第３の導電部６ｄ
－３は、スイッチ部６ｆ－１、６ｆ－２のグランド線である。
【００４２】
　また、図４に示すように、コネクタ６のリング部６ｂに挿入される超音波トランスデュ
ーサ３の挿入部１０ａの外周部には、第１の導電部１０ｂ－１、１０ｂ－２、１０ｂ－３
が形成されている。超音波トランスデューサ３がコネクタ６に挿入された状態では、第２
の導電部６ｅ－１に第１の導電部１０ｂ－１が接触し、第２の導電部６ｅ－２に第１の導
電部１０ｂ－２が接触し、第２の導電部６ｅ－３に第１の導電部１０ｂ－３が接触する。
【００４３】
　上記のように、スイッチボタン３０ａ、スイッチ部６ｆ－１、第３の導電部６ｄ－１、
第２の導電部６ｅ－１および第１の導電部１０ｂ－１は、ケーブル１４内の図示しない電
気信号線を介して出力制御装置５まで、独立した第１の電気信号回路を構成する。また、
スイッチボタン３０ｂ、スイッチ部６ｆ－２、第３の導電部６ｄ－２、第２の導電部６ｅ
－２および第１の導電部１０ｂ－２は、ケーブル１４内の図示しない電気信号線を介して
出力制御装置５まで、独立した第２の電気信号回路を構成する。さらに、スイッチ部６ｆ
－１および６ｆ－２、第３の導電部６ｄ－３、第２の導電部６ｅ－３および第１の導電部
１０ｂ－３は、ケーブル１４内の図示しない電気信号線を介して出力制御装置５まで、独
立したグランド経路を形成している。
【００４４】
　スイッチボタン３０ａを押圧することにより、スイッチ部６ｆ－１が閉状態になり、ス
イッチ部６ｆ－１で第１の電気信号経路とグランド経路との間が電気的に接続される。こ
れにより、スイッチ部６ｆ－１から出力制御装置５に電気信号が伝達される。そして、例
えば出力制御装置５内の超音波制御部から電気信号線を介して超音波振動子１１に電流が
供給され、超音波振動子１１で超音波振動が発生すると同時に、出力制御装置５内の高周
波電流制御部から高周波電流が出力する状態に切替えられる。また、スイッチボタン３０
ｂを押圧することにより、スイッチ部６ｆ－２が閉状態になり、スイッチ部６ｆ－２で第
２の電気信号経路とグランド経路との間が電気的に接続される。これにより、スイッチ部
６ｆ－２から出力制御装置５に電気信号が伝達される。そして、例えば高周波電流制御部
のみから高周波電流が出力され、超音波振動を発生しない状態に切替えられる。
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【００４５】
　コネクタ６は、第２の導電部６ｅ－１、６ｅ－２、６ｅ－３、第３の導電部６ｄ－１、
６ｄ－２、６ｄ－３、およびスイッチ部６ｆ－１、６ｆ－２が三次元回路をなす成形回路
部品（Ｍｏｌｄｅｄ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔ　Ｄｅｖｉｃｅ、ＭＩＤ）である。第２
の導電部６ｅ－１、６ｅ－２、６ｅ－３、第３の導電部６ｄ－１、６ｄ－２、６ｄ－３、
およびスイッチ部６ｆ－１、６ｆ－２をレーザ照射およびその後のメッキにより一体的に
形成するため、コネクタ６内での電気的な接続部がなく、確実な導通を達成できる。一方
、コネクタ本体部６ａ、リング部６ｂ、および切片６ｃ－１、６ｃ－２、６ｃ－３は、射
出成形可能な樹脂材料からなる。切片６ｃ－１、６ｃ－２、６ｃ－３に押圧力を付与する
とともに、超音波トランスデューサ３の回転の妨げとならないために、曲げ弾性率が１０
００ＭＰａ以上５０００ＭＰａ以下の樹脂から形成することが好ましい。また、繰り返し
の着脱等の負荷による割れを防止するため、降伏ひずみが３％以上の樹脂から形成される
ことが好ましい。
【００４６】
　従来、スイッチボタン３０ａ、３０ｂと超音波トランスデューサ３との間の電気信号の
伝達は、独立した導電リング（第２の導電部と第３の導電部に相当）をコネクタに嵌合し
、スイッチ部が形成された制御基板と該コネクタとをフレキシブル基板で接続することに
より伝送されていた。本実施の形態１では、スイッチボタン３０ａ、３０ｂと超音波トラ
ンスデューサ３との間の電気信号の伝達を、ＭＩＤであるコネクタ６により行うことがで
きるため、ハンドピース２の製造工程を簡素化できるとともに、製造コストも低減可能と
なる。
【００４７】
　実施の形態１では、ハンドピース２としてインライングリップのものを例として説明し
たが、これに限定されるものではなく、フロントドライブグリップのものにも適用可能で
ある。以下、フロントドライブグリップのハンドピースで使用するコネクタについて説明
する。図５Ａは、実施の形態１の変形例１にかかるコネクタの斜視図である。図５Ｂは、
図５Ａのコネクタのハンドピース内での配置を示す図である。
【００４８】
　図５Ｂに示すように、変形例１にかかるフロントドライブグリップのハンドピース２Ａ
では、ハンドピース２０Ａの第１の指かけ部２８Ａの上方にスイッチボタン３０ａ、３０
ｂが設けられるとともに、グリップ３５の基端部近傍にスイッチボタン３０ｃ、３０ｄが
設けられている。
【００４９】
　コネクタ６Ａは、コネクタ本体部６ａに、４つのスイッチ部６ｆ－１、６ｆ－２、６ｆ
－３、６ｆ－４を備える。スイッチ部６ｆ－１、６ｆ－２は、スイッチボタン３０ａ、３
０ｂが押圧される際に当接する位置、スイッチ部６ｆ－３、６ｆ－４はスイッチボタン３
０ｃ、３０ｄが押圧される際に当接する位置にそれぞれ形成されている。スイッチ部６ｆ
－１、６ｆ－２、６ｆ－３およびｆ－４は、術者が中指、人差し指または親指でスイッチ
ボタン３０ａ、３０ｂ、３０ｃ、３０ｄを押圧することにより開閉状態が切り替えられる
。
【００５０】
　また、フロントドライブグリップのハンドピースで使用するコネクタは下記のようなも
のであってもよい。図６Ａは、実施の形態１の変形例２にかかるコネクタの斜視図である
。図６Ｂは、図６Ａのコネクタのハンドピース内での配置を示す図である。
【００５１】
　図６Ｂに示すように、変形例２にかかるフロントドライブグリップのハンドピース２Ｂ
では、ハウジング２５Ｂの第１の指かけ部２８Ｂの上方にスイッチボタン３０ａ、３０ｂ
が設けられるとともに、グリップ３５の基端部近傍の方面（右利きの術者がハンドピース
２Ｂを保持した際に親指が臨む位置）にスイッチボタン３０ｅが設けられている。
【００５２】
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　コネクタ６Ｂは、コネクタ本体部６ａに、４つのスイッチ部６ｆ－１、６ｆ－２、６ｆ
－３、６ｆ－４を備える。スイッチ部６ｆ－１、６ｆ－２は、スイッチボタン３０ａ、３
０ｂが押圧される際に当接する位置、スイッチ部６ｆ－３、６ｆ－４はスイッチボタン３
０ｅの押圧（左右の端部の一方）に伴い当接する位置にそれぞれ形成されている。スイッ
チ部６ｆ－１、６ｆ－２、６ｆ－３およびｆ－４は、術者が中指、人差し指または親指で
スイッチボタン３０ａ、３０ｂ、３０ｅを押圧することにより開閉状態が切り替えられる
。
【００５３】
　コネクタ６Ａおよび６Ｂのような形状とすることにより、超音波トランスデューサとハ
ンドピース２０Ａおよび２０Ｂとの確実な導通を達成できる。また、フロントドライブグ
リップのハンドピースにおいても製造工程を簡素化できるとともに、製造コストを低減可
能である。
【００５４】
　また、特開２０１３－１９２９５２号公報に開示されるペンシル型の手術器具において
も、スイッチ部とコネクタとをＭＩＤで一体形成することにより、確実な導通を達成でき
、簡易な製造工程により、製造コストを低減可能である。
【００５５】
（実施の形態２）
　図７Ａは、本発明の実施の形態２にかかるバイポーラ処置具の構成を示す図である。図
７Ｂは、図７Ａに示すバイポーラ処置具のハンドピース内の概略構成を示す断面図である
。図７Ｃは、図７Ａのバイポーラ処置具の先端処置具の拡大図である。図７Ｄは、図７Ａ
のバイポーラ処置具の駆動部材とコネクタ近傍の拡大斜視図である。バイポーラ処置具は
、絶縁された２本の電流供給ラインを有し、この電流供給ラインを介して生体組織の切開
、凝固または止血等の処置を行う。
【００５６】
　バイポーラ処置具のハンドピース２Ｃは、ハンドピース本体２０Ｃと、ハンドピース本
体２０Ｃの下方に揺動可能に取り付けられる第２の指かけ部２８Ｃと、ハンドピース本体
２０Ｃの下方に一体形成されるグリップ３５Ｃと、ハンドピース本体２０Ｃの先端側から
延出するシース２６Ｃと、シース２６Ｃの先端側の屈曲部３６と、把持部３７ａ、３７ｂ
と、を備える。
【００５７】
　ハンドピース２Ｃは、ダイヤル３８を回すことにより、ダイヤル３８の軸３８ａ周りの
回転は、ギア３９を介してチェーン４１の軸４１ａ周りの回転とされる。チェーン４１の
回転により、シース２６Ｃ内の導電材料からなる２本の駆動部材（可動部材）４０ａ、４
０ｂの進退運動に変換される。なお、チェーン４１に替えてワイヤを使用することもでき
る。２本の駆動部材４０ａ、４０ｂおよび把持部３７ａ、３７ｂが、電流供給ラインを構
成する。
【００５８】
　駆動部材４０ａ、４０ｂの先端は、屈曲部３６を構成する駒３６ａの基端側に挿入され
、先端側の駒３６ａに固定されている。ダイヤル３８の回転による駆動部材４０ａ、４０
ｂの進退によって、屈曲部３６を屈折する。
【００５９】
　コネクタ６Ｃは、２本の駆動部材４０ａ、４０ｂの内側から外側に押圧する切片６ｃ－
１、６ｃ－２と、切片６ｃ－１、６ｃ－２に設けられ、駆動部材４０ａ、４０ｂに当接し
て、駆動部材４０ａ、４０ｂとハンドピース２Ｃとを電気的に接続する第２の導電部と、
第３の導電部６ｄ－１、６ｄ－２と、スイッチ部６ｆ－１、６ｆ－２と、を備える。第２
の導電部は、図７Ａ～図７Ｄで図示されていないが、切片６ｃ－４、６ｃ－５の駆動部材
４０ａ、４０ｂと接する側に形成され、スイッチ部６ｆ－１、６ｆ－２と第３の導電部６
ｄ－１、６ｄ－２を介して電気的に接続されている。
【００６０】
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　コネクタ６Ｃは、屈曲部３６を屈曲させる駆動部材４０ａ、４０ｂの進退運動の際も、
切片６ｃ－４、６ｃ－５の押圧により確実な導通を達成できる。また、コネクタ６ＣをＭ
ＩＤとすることにより、バイポーラ処置具のハンドピース２Ｃにおいても製造工程を簡素
化できるとともに、製造コストを低減可能である。
【符号の説明】
【００６１】
　１　超音波手術装置
　２　ハンドピース
　３　超音波トランスデューサ
　５　出力制御装置
　６　コネクタ
　６ａ　コネクタ本体部
　６ｂ　リング部
　６ｃ－１、６ｃ－２、６ｃ－３　切片
　６ｄ－１、６ｄ－２、６ｄ－３　第３の導電部
　６ｅ－１、６ｅ－２、６ｅ－３　第２の導電部
　６ｆ－１、６ｆ－２、６ｆ－３、６ｆ－４　スイッチ部
　１０　振動子カバー
　１０ａ　挿入部
　１０ｂ－１、１０ｂ－２、１０ｂ－３　第１の導電部
　１０ｃ　絶縁部材
　１１　超音波振動子
　１１ａ　圧電素子
　１２　ホーン
　１４、１７ａ　ケーブル
　１７　フットスイッチ
　２０　ハンドピース本体
　２１　クランプアーム
　２２　軸部
　２３　導波体
　２４　プローブユニット
　２５、２５Ａ、２５Ｂ　ハウジング
　２６、２６Ｃ　シース
　２７　超音波プローブ
　２８、２８Ａ、２８Ｂ　第１の指かけ部
　２９　第２の指かけ部
　３０ａ、３０ｂ、３０ｃ、３０ｄ、３０ｅ　スイッチボタン
　３１　湾曲部
　３２　台座
　３３　ジョー
　３５、３５Ｃ　グリップ
　３６　屈曲部
　３７ａ、３７ｂ　把持部
　３８　ダイヤル
　３８ａ、４１ａ　軸
　３９　ギア
　４０ａ、４０ｂ　駆動部材
　４１　チェーン
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【図７Ｃ】

【図７Ｄ】



(14) JP 6626711 B2 2019.12.25

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特表２０１３－５４５５３４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１３－０４６８６６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１３－０８５９５４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１３－２２０１０９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２０１４－５１５６５２（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　　１７／００－１７／９４　　　　
              Ａ６１Ｂ　　１８／００－１８／２８　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

